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〈この課題に関わるSDGｓの番号〉

12　つくる責任つかう責任

持続可能な消費と生産パターンを確保する



〈テーマ設定の理由〉

積極的にリサイクルしようと行動する人が少なく、リサイクルでき

るものでも結局ゴミとして捨ててしまったり、自分では使わないも

のを家に置いたままにしてしまう人が多くいると感じたから。

老若男女 誰でもいつでもどこででもリサイクルしようと思えるよ

うな環境が整っていれば、自然とリサイクルしようとする人が増

えると思う。



〈現状〉

誰も使わなくなった服はゴミとして処分するかクローゼットに保管すると答
える人が6割以上をしめている。
再利用やリサイクルすると回答した人は3割しかいないことが読み取れ
る。



〈課題〉

「身近な店舗に回収箱があるが使ったことはない」や「身近
な店舗に回収箱がない」という回答が半数をしめている⇨リ
サイクル回収箱の使用率が低い



〈解決策〉
①

商業施設や遊園地､学校など人が
よく通る場所にリサイクル回収箱を
設置する。子供のために学校、大
人のために商業施設、ご年配の方
のために福祉施設などどの世代で
も使える場所に設ける。

②

リサイクルの手順や利点､リ
サイクル回収箱の設置場所
を示したチラシを作成したり、
CMをテレビで流したりするこ
とでみんながより行動をおこ
してくれると思う。



〈10代からの提言〉
老若男女 誰でもいつでもどこででもリサイクルしようと思えるような環境と

いうのは商業施設や老人ホーム、学校やテーマパークなど全世代が普段

通う場所にリサイクル回収箱を設けることで整えられると思う。

また、リサイクル回収箱がある場所を示すポスターを作成し学生の通学路

や商業施設に貼ったり、リサイクル方法を示すCMをつくりテレビで流すな

どの工夫をすることでさらに積極的にリサイクルしてくれる人が増えると思

う。



〈感想〉

私はリサイクルに焦点を当てて色々と調べました。
調べてみると「身近にリサイクル回収箱がない」「いらないも
のはゴミとして処分する」などリサイクルをする環境が整えら
れていなかったり、リサイクルに対して後ろ向きな気持ちでい
ることがわかりました。そのような問題はリサイクル回収箱を
たくさん設置したり、リサイクルを促進するチラシやCMを発信
することで解決できると思います。
これからは私もリサイクルを意識して行動するとともに、違う
SDGsの目標についても考えたいと思います。

学校体操着のリサイクル回収箱⇨


